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【所在地】登米市南方町翌沢７０番地　みなみかた花菖蒲の郷公園内

【問い合わせ】みなみかた花菖蒲の郷公園管理事務所　０２２０（５８）４１１１

みなみかた花菖蒲の郷公園の
野外彫刻 （南方）
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「モバイルとめ」もご利用ください。

http://www.city.tome.miyagi.jp/m/



　登米市メール配信サービスが新しくなりました。

　tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）

　
今
年
も
見
事
に
花
が
咲
き
そ
ろ
い
、
多
く

の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
た
「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」

も
終
わ
り
、
公
園
に
は
ま
た
静
か
な
時
間
が

流
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
５
年
に
開
園
し
た
「
み
な
み
か
た
花

菖
蒲
の
郷
公
園
」。
そ
こ
に
は
多
く
の
野
外

彫
刻
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
彫
刻
の
作
者

は
、
パ
リ
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
国
立
美
術
大
学

で
教
壇
に
立
っ
て
い
る
佐
藤
 達
 さ
ん
（
中
田

さ
と
る

町
石
森
出
身
）
を
は
じ
め
、
各
国
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
著
名
な
造
形
作
家
７
人
。
公
園
全

体
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
「
太
陽
と
緑
の
中

の
野
外
美
術
館
」
を
モ
チ
ー
フ
に
　
点
余
り

１０

の
作
品
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
公
園
が
開
園
し
て

　
年
目
。
公
園
内
に
点
在

１６す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
野
外
彫

刻
は
、
季
節
ご
と
に
違
っ

た
表
情
で
わ
た
し
た
ち
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
木
々
を
揺
ら
す
風
音
や

鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
響

く
な
か
、
ゆ
っ
く
り
と
彫

刻
を
眺
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
公
園
内
に
は
市

を
代
表
す
る
南
方
牛
を
は

じ
め
、
町
内
産
の
ひ
と
め

ぼ
れ
や
野
菜
な
ど
、
本
物

の
味
が
堪
能
で
き
る
「
牛

ト
ピ
ア
」
が
あ
り
、
広
々

と
し
た
田
園
風
景
を
望
み

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
で
食
事
が
で
き
ま
す
。

日　時　平成２０年１０月２３日（木）
　　　　　①午後２時～　②午後６時３０分～（開場は３０分前/上映時間２時間）

場　所　登米祝祭劇場（大ホール）

入場料　【前売券】一般 1,000円 【当日券】一般1,500円 小中高生800円

販売先　登米祝祭劇場

その他　２階（日本間）に託児室を設置します（利用を希望する場合は、健康

　　　　　推進課にお申し込みください）。

問い合わせ

　市民生活部健康推進課　緯 ０２２０（５８）２１１６　FAX ０２２０（５８）３３４５

ままゆゆーーココロのココロの星星ーー上映上映会会

平成２０年度　

市民活き生き健康フェスティバル

女性の乳がん死亡率ゼロを願って

もし２１歳で乳がんになったら

一人の女性の生き方が

「希望」と「勇気」と「強さ」を贈る

【上映作品紹介】

札幌市内の広告会社で働く

２１歳の竹中まゆは、あると

きふと胸の脇にゴロゴロし

たしこりのようなものが触

れるのに気付いた。乳がん

という病気を主軸にしなが

ら、本作で描かれるのは、

「生きる」ということ。本作品

は、困難に立ち向かう一人

の女性の、ある一年のココ

ロの成長を描いた作品です。

ぜひ、ご観賞ください。

＝宝台院御筆扇＝ 宝台院御筆扇子子＝＝

風情ある風景が扇全面に描かれています

この扇子の作者は、涌谷城主・伊達 安  芸  宗 
あ き むね

 重 の次男である 宗  元 の妻・ 宝  台  院 によるも
しげ むね もと ほう だい いん

のです。宝台院の父は岩出山城主・伊達 弾 
だん

 正 
じょう

 宗  敏 。いずれも伊達家一門の家柄です。
むね とし

扇面には新古今和歌集の中の「 大  江  山 かた
おお え やま

ぶく月は影さえて 鳥  羽  田 の 面 に 落 つる 雁 
と は た おも おち かり

がね」の和歌と、大江山へと傾いてゆく月

の光が、鳥羽の田に鳴きながら飛ぶガン

の姿を映し出している情景が描かれてい

ます。 酒  呑  童  子 の伝説でも有名な大江山
しゅ てん どう じ

ですが、和歌の世界を表現したこの扇面

からは晩秋の静かな風情が感じられます。


